
泡瀬干潟の重要性泡瀬干潟の重要性

●●沖縄県「沿岸域における自沖縄県「沿岸域における自
然環境の保全に関する指針然環境の保全に関する指針
(1998)(1998)」」において、評価ランにおいて、評価ラン
ククIIの「自然環境の厳正な保の「自然環境の厳正な保
護を計る区域」およびランク護を計る区域」およびランク
IIIIの「自然環境の保護・保全の「自然環境の保護・保全
を計る区域」に泡瀬干潟の藻を計る区域」に泡瀬干潟の藻
場を中心とした海域が含まれ場を中心とした海域が含まれ
ている。ている。



泡瀬干潟の重要性泡瀬干潟の重要性

● 環境省「日本の重要湿地500」
no. 459として中城湾が選定(泡瀬干潟も該当)



泡瀬干潟の保全にまつわる国際条約泡瀬干潟の保全にまつわる国際条約

●数多い法律のうち，自然の保護(保全)や管理に関する様々
な 法律を総称したもの．国内法と国際環境法(条約)がある．

●国際法は国内法に優先する（国内自然保護法は，国際法に
反するものであってはならない）．ただし憲法がさらに優

先．

憲法

国際環境法(条約)

環境基本法 個別の自然保護法



重要な条約重要な条約

渡り鳥等保護条約及び協定渡り鳥等保護条約及び協定((渡り鳥条約渡り鳥条約))

● 渡り鳥や絶滅のおそれがある鳥類とその生息環境を保護
するため，日本が他国と結んでいる2国間での条約また
は協定．
（日本に生息する野生の鳥類の4分の3にあたる約4000種は，太平洋，北米大陸，

中国，ロシア，東南アジア諸国などを渡っていることが確認されている．これら
の鳥類の保護のためには国際的に捕獲禁止などの措置を講じる必要があるとの見
解から）

● 日本が条約または協定を結んでいる国
＊米国との条約（1972年署名）
＊ロシアとの条約（1973年署名）
＊オーストラリアとの協定（1974年署名）
＊中国との協定（1981年署名）



重要な条約重要な条約

特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関す特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関す
る条約る条約((ラムサール条約ラムサール条約))

● 湿地の保全や賢明な利用(ワイズユース＝wise use)を進め
ることを目的とする．

● 1971年にイランのラムサールにて採択，1975年発効．日
本は1980年に署名．

● 締約国数は150カ国，登録された国際的重要湿地数は
1558件，総面積約1億3千万ha(2006年1月現在)．

● 日本の登録湿地は合計33カ所，沖縄県では，漫湖(那覇)，
慶良間諸島海域，名蔵アンパル(石垣島)が登録．



重要な条約重要な条約

生物の多様性に関する条約（生物多様性条約）生物の多様性に関する条約（生物多様性条約）

● 生物の多様性を「生態系」，「種」，「遺伝子」の3つのレ
ベルで捉え，生物多様性の保全，その構成要素の持続可能な
利用，遺伝資源の利用から生ずる利益の公正な配分を目的と
する．

● 1992年にリオ・デ・ジャネイロ(ブラジル)で開催された国
連環境開発会議(地球サミット)で採択された条約で，翌
1993年発効．

● 日本は1992年に署名，翌年加盟(受諾)．2006年2月現在で
188ヶ国が加盟．条約事務局はカナダのモントリオール.




